































































































































































































































て見られているのが、Power Mac G4 Cube以降のアップル社のデザインである。アップ
ル社のデザインの特徴は、ネジが見えない、無彩色、透明素材と鏡面仕上げのステンレス
などの、インターナショナルスタイルの手法に「かわいい」要素を加えている（木全，
2006，129頁）。しかし、この国際様式は、誰もが等しい生活環境の実現を目指しているが、
一方で均質化された状況を生んでいるという批判も受けている。
3.　考察
　これまで、日本文化に根付く白、余白、茶道の美意識とコンテクストの影響、そして現
在に至るまでの「世界標準の美」について考えてきた。白は、常に日本人が好む色であ
る。それは時代背景に左右されることなく、不動のプラスイメージを介在している事が伺
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える。そして、その無色な空間に個々人の思いを託して想像を楽しむことにより、作品、
または人との心の交流を美意識として感じていたと見受けられる。
　冒頭の「真っ白い建物」に関して言えば、これもひとつの伝統的な日本文化への回帰で
あろう。明治時代の文明開化以降、日本人はひたすら脱亜入欧を図り、欧米化路線を邁進
してきた。日本の伝統意匠は古くさく過去のものという、いわゆる舶来礼賛主義が大勢を
占めていた。建築も家具や生活用品の全てが欧風化の一途をたどり、日本全体が近代工業
化社会の実現を目指していた。しかし、西洋人は日本の美を手本にしてきた。そのため、
日本文化を高く評価する外国人たちが、日本人に自国文化を尊重するように働きかける奇
妙な動きが出てくる。それは明治時代から始まり、フェノロサや大正末期、民芸運動を起
こした柳宗悦、昭和に入るとフランク・ロイド・ライトや、戦後はドナルド・キーンらの
学者たちが日本文化や伝統美を礼賛し、保存や見直しを提言してきた（三井，2008）。彼ら
の活動があって、ようやく日本の知識人が自国の文化に覚醒していくのだ。
　つまり、戦後 60年以上経った今でも日本の舶来礼賛主義は変わらず、外から入ってき
たものに飛びつき、自国の文化を重要視しない傾向に変わりはない。それは、街の建物に
も当てはまる。国際様式、つまりグローバルスタンダードとして広く普及していったミー
スの建築が日本にも建ち並び、均質的な街並みへと変貌を遂げてしまった。しかし、デザ
イナーや建築家は新しく建物をデザインするにあたり、その土地やそこに集う人と対峙す
る。追求する先に見えるのは、潜在的に昔から脈々と受け継がれている自然との協調と、
高コンテクストな美意識の存在である。
　また、建築界の大きな歴史の中で、近代の建築が過去の様式から解放されて新たな方向
に向かうためには、様式や歴史から離れて原点に戻る必要があると考えたル・コルビュジ
エは、余計なものをそぎ落とし、建築の純粋モデルを提案した。それを柏木（2002）は
「建築のゼロ度」（柏木，2002，243頁）と評価した。つまりあの真っ白い建物には、情報に
溢れ、デザインも飽和化している現代だからこそ、リセットの意味も込められているとも
取れる。こうして挙げるだけでも様々な要因が考えられるが、簡素であることは日本の美
意識のひとつである。従来の変わらないシンプルを「美しい」とする日本人的感覚の復活
祈願に、グローバル化に伴う、工業化社会の均質的シンプル志向が相まって、究極のシン
プルを追求した建物が誕生したと考えるのではないだろうか。
4.　おわりに　
　香川県・直島の家プロジェクト「きんざ」には内藤礼の『このことを』という作品があ
る。そこの管理人によると、この作品に対する作者の意図は「見た人が感じた事をそのま
ま持ち帰ること」である。作品のコンセプトそのものが、見る者の感性に委ねられてい
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る。つまり、鑑賞する者の存在によって、作品が成立しているのだ。その部屋で作品に向
き合い、時間と空間の流れを感じ、自己を見つめる。そこに芸術は存在し、美が生まれ
る。これは茶道の心に相通ずるもので、日本の美そのものではないだろうか。
　現代の日本では「日本の美しさ」は見えにくい。所謂「和風」も、現代人の嗜好に合わ
せて形を変えていく。もちろん豪華絢爛な装飾美も日本文化の一つとして存在するが、そ
れぞれの「かわいい」要素を盛り込み、派手に飾られているだけでは何とも無意味であ
る。しかし、あらゆる世界の有名ブランドのモノグラムは、日本の家紋からヒントを得て
今のスタイルを確立している。つまり、知らず知らずのうちに、欧米礼賛主義により見失
ったはずの日本文化の趣に Uターンしているのである。
　日本の美は自然と共に成長し、生活に根付いた形で発展を遂げてきた。あらゆる芸術に
区別はなく、その時代に高く評価され、勢いを増してきたものが様々な形を取りながら成
長していく。外からの文化に影響を受けながらも、自分達の風土に合わせ、なじませる事
で独自の文化を切り開いてきた。絶対的な神に支配される事もなく、自由で柔軟な心を養
うことができた日本人の表現の奥深さには、四季折々に変化する自然からの影響が強い。
しかし、その何事にもとらわれない表現こそが日本文化の躍動感につながる。何よりも
「心を通わせる」ことに美を感じる日本人は、過度な装飾よりも、簡素で控えめな表現に
美しさを見出せる。それは、神や科学などの絶対的な支配を信じる西洋の合理的な感性か
らは生まれにくい。だからこそ、西洋人はその発想の違いに脱帽し、日本の美意識を高く
評価し参考にしてきたのだろう。
　にもかかわらず、日本人は近代の工業化に伴い、いち早く欧米と肩を並べようとした成
長過程で、文化すらも欧米化する必要を感じている。外からの流入に柔軟な長所が、大き
な権力に感化されやすいという短所に転じてしまう。しかし、大きく形を変えても、欧米
化に走っても、はるか昔に西洋人が日本文化を取り入れているため、逆輸入でしかない。
　今もなお、「和の美」の評価は高い。そして、日本のプロダクトや、建築を初めとする
デザインも注目を浴び、世界各国で日本人が活躍している。日本人は自分達で評価を付け
るよりも、第三者から評価を得ることにより、その価値を実感する傾向がある。評価の基
準は第三者に委ねられているのだ。しかしこれには、日本の謙遜の美徳が介在している。
昔から、自分を主張せず身内を褒めない、その控えめな表現こそが日本では美しい所作と
されている。ここからも、日本人の生活が高コンテクストと密接な関係であることが見受
けられる。多くを語らずにいるのは、遥か昔から今でも変わらない、日本人の美の真髄を
守り続けているのかもしれない。
　今後の日本、そして世界のデザインの動向は簡単には推測できない。しかし、どの分野
でも「多様性」が叫ばれているように、美意識にもデザインにも「多様性」が見直される
であろう。グローバル化に伴い、誰もが共通項や標準を模索している。しかし、今まで地
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域も文化も歴史も異なる世界で生きてきた人々全員に当てはまるものなど存在しない。均
質化には限界がある。必ず当てはまらないものが現れ、規格外として扱われるに違いな
い。十人十色、ひとりひとり異なるからこそ、アイディアが生まれ、文化は発展してい
る。ただ、その多様な価値観を持つ個々人が「何もない空間」に各人の想像力を投げ入れ
ることができるならば、その美はある意味共通ではないだろうか。簡素で高コンテクスト
な世界に精神を集中し、作者やその土地、自己との対話から見えてくる美しさは普遍的で
ある。だとすれば、その趣を数百年も前から知っている日本人は、世界の美の仲介役にな
れるかもしれない。
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